


















TXAのアミノ酸（ NH 3
+）と PCA

のカルボキシレート（ COO-）が
静電相互作用によりイオンペアを
形成

イオンペアにより、 1分子内に
疎水性ドメインと親水性乖離
基が共存する両親媒性分子が
生成

トラネキサム酸 (TXA) /
両性電解質(生理的pH)

ピロリドンカルボン酸 (PCA) /
陰イオン (生理的pH)

③両親媒性分子の生成
(界面活性分子として振る舞う )

TXAの骨格(シクロヘキシル環 )
と PCAのピロリドン環＋

アミド部分 （水と相互作用しにくい）

疎水性ドメイン
(水を避ける )

TXAの骨格
(シクロヘキシル環 )

と PCAの
ピロリドン環
＋アミド部分

(水と相互作用しにくい )

親水性乖離基
(水になじむ )

TXAのカルボン酸
(-COO-)

(水和しやすい )

④ミセル形成
(水中で自発的に集合 )

親水性乖離基 (-COO-)が外側
→水和して水中に露出

疎水性ドメインが内側
→水を避けて集合 (疎水コア形成 )

水中で自発的に集合し、ミセ
ル(集合体)を形成。疎水コア
の形成により、疎水性相互作
用が安定化し、高濃度でも
TXAを可活化する。



TXA 15％ PCA高濃度

極限濃度における溶解性の獲得







水溶性成分は、強固なラメラ構造 (角質細胞
間脂質)に弾かれ、表面で結晶化を待つのみ

ミセル外周の「脂溶性ドメイン」が、皮脂
膜および細胞間脂質と極めて高い親和性
(Lock&Key )を示す

バリアを「 破壊」するのではなく、脂質ネッ
トワークに「 溶け込む」ことで、高濃度のま
ま皮膚深部へのデリバリーを実現する







通常照明

通常照明

TXAの結晶が皮膚
の上に残り、浸透
していない

高濃度のため、さ
らに顕著な結晶化
と表面滞留が発生

結晶化を防
ぎ、明らかに
皮膚内に浸透
している

高濃度でも結
晶化は発生せ
ず、 PCAの作
用で皮膚内に
短時間で浸透

通常照明

通常照明

TXA+PCA配合

通常照明



蛍光残存（表面滞留）蛍光残存（表面滞留） 蛍光消失（ほぼ浸透） 蛍光消失（ほぼ浸透）

既存製剤との浸透力比較（塗布 3分後）







特に、 TXXAの最新知見である

「 TEWL( 経表皮水分蒸散量)の改善」と

「バリア機能の再構築」において、

その臨床効果は確認されたのでしょうか？
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